
　

　　メリッサ ;　おぼえているかい。
　　この物

ものがたり

語に出ることになった私
わたし

は

　　大きなプレゼントを　残
のこ

すことにしたんだ。

物
ものがたり

語が始まろうとしている。



メリッサ ;　駅
えき

から１本
ぽん

の道
みち

が続
つづ

いている。

まっすぐこの一
いちばん

番のっぽの建
たてもの

物まで続いている。

メリッサには夢
ゆめ

があったね。

カレンダーは 10 月
がつ

になっていた。

ずっと夢
ゆめ

のままだったね。

どうすれば　夢
ゆめ

がかなうだろうか。

メリッサ  ; 　 そんなときだった。

新
しんぶん

聞を広
ひろ

げると『あなたの夢
ゆめ

をかなえます』

１ページに大
おお

きく　広
こうこく

告が出ていたね。

おどろいたのは　その広
こうこくぬし

告主の名
な ま え

前だった。

キシラク市
し や く し ょ

役所　輝
かがや

くクリスマスツリーにしたかった　

あののっぽの建
たてもの

物だよ。

メリッサ ;　いっきに夢
ゆめ

を描
か

き上
あ

げたね。

クリスマスツリーは　一
いちばん

番上
うえ

に光
ひか

る玉
たま

があって　

6 つの大
おお

きな光
ひかり

のリングに包
つつ

まれてゆく。

のっぽの建
たてもの

物が　輝
かがや

くクリスマスツリーになって　みんなを

楽
たの

しませるんだね。

ポストに出
だ

してから　１週
しゅうかん

間，２週
しゅうかん

間と過ぎていった。

壁
かべ

に貼
は

った広
こうこく

告と輝
かがや

くリングツリーの絵
え

を　

何
な ん ど

度も何
な ん ど

度も見
み

ていたね。

窓
まど

の外
そと

には　いくつもの光
ひかり

が　ちらばっていた。



メリッサ ;　３週
しゅうかん

間が過
す

ぎたころ　夢
ゆめ

を見
み

たんだね。

あたり一
いちめん

面　雪
ゆき

の積
つ

もった街
まち

が広
ひろ

がって

のっぽの建
たてもの

物に　たくさんの人
ひと

たちが集
あつ

まってきた。

見
み

あげると　いくつもの光
ひかり

のリングが　のっぽの建
たてもの

物を包
つつ

んでいた。

輝
かがや

いてきれいだったね。

メリッサ ;　４週
しゅうかん

間が過
す

ぎたね。　発
はっぴょうび

表日まであと９
ここのか

日になった。

おちつかないだろう。覚
おぼ

えているよ。

とうとう　学
がっこう

校の帰
かえ

りに　あののっぽの建
たてもの

物に行
い

ったんだね。　

建
たてもの

物１階
かい

のロビーには　夕
ゆうがた

方になっても　たくさんの人
ひと

がいた。

当
とうせんしゃ

選者が決
き

まる５
いつ

日
か

前
まえ

には　初
はつゆき

雪が舞
ま

っていたね。

あ た り を 包
つつ

む よ う に　 こ の 街
まち

に ク リ ス マ ス ソ ン グ が 流
なが

れ は じ め た。

そこで白
しろ

いひげのおじいさんを　初
はじ

めて見
み

ただろう。

行
い

くたびに　よくあったね。

メリッサ ;　12 月
がつ

１
ついたち

日だったね。

新
しんぶん

聞を広
ひろ

げたとき　１ページ全
ぜ ん ぶ

部に手
て

描
が

きのままの

のっぽの建
たてもの

物の絵
え

と当
とうせんしゃ

選者メリッサの名
な ま え

前が

大
おお

きく書
か

いてあったね。

『光
ひかり

のリングツリー』と題
だいめい

名が書
か

いてあった。

それから何
なんかい

回も見
み

かけたけど　私
わたし

からは話
はな

しかけられなかった。　

できなかったんだよ。　その日
ひ

までは。　

私
わたし

からは　話
はな

しかけてはいけないんだ。

約
やくそく

束だったから。　守
まも

らなければいけなかったんだ。

　

そう言
い

えば　１階
かい

のロビーで私
わたし

を　じっと見
み

ていたね。


